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看
護
師
募
集
の
お
知
ら
せ

　

子
育
て
な
ど
で
看
護
師
の
業
務
に
ブ
ラ
ン
ク

が
あ
り
不
安
が
あ
る
方
、
看
護
師
の
免
許
は

あ
っ
て
も
臨
床
経
験
が
無
い
方
な
ど
、
依
田
窪

病
院
看
護
部
で
は
再
就
職
を
支
援
す
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
、
安
心
し
て
復
職
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
看
護
師
の
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
支
え
る
多
様
な
勤
務
形
態
や

職
場
配
置
な
ど
も
考
慮
し
、「
夜
勤
は
出
来
な

い
が
一
日
に
数
時
間
で
も
勤
務
し
た
い
」
と
い

う
パ
ー
ト
看
護
師
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
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新
年
の
ご
挨
拶

国
保
依
田
窪
病
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三　

澤　

弘　

道

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年

は
3
名
の
常
勤
医
師
が
同
時
期
に
開
業
し
、
皆

様
方
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
関
係
各
位
な
ら
び
に
当
院
職
員
の
努

力
に
よ
り
、
小
児
科
医
師
、
総
合
診
療
科
医
師
、

整
形
外
科
医
師
2
名
、
附
属
和
田
診
療
所
医
師

の
計
5
名
の
医
師
と
内
科
後
任
医
師
、
並
び
に

新
卒
5
名
を
含
む
8
名
の
看
護
師
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
10
月
か
ら
は
外
来
受
付
を

総
合
受
付
・
集
中
会
計
方
式
に
変
更
し
、
待
ち

時
間
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
へ
の
導
線
の
短
縮
、

経
費
節
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
断
ら

な
い
医
療
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
職
員
が
努
力

を
し
て
い
ま
す
が
、
内
科
を
中
心
に
医
師
不
足

は
依
然
続
い
て
お
り
、
医
師
の
体
調
等
に
よ
り

入
院
制
限
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性

も
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
院
を
受
診
す
る
患
者
さ
ん
や
地
域
住
民
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当
院
の
状
況
を

御
理
解
さ
れ
つ
つ
、
御
支
援
お
よ
び
御
協
力
を

お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

も
常
に
進
歩
す
る
精
神
を
忘
れ
ず
、
努
力
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
本
年
が
素
晴
ら
し
い
1
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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○経鼻内視鏡について
　平成 21 年 9 月より、小河原医師が赴任し、『経鼻内視鏡』を開始しました。経鼻内視鏡は、
鼻からカメラを入れるため、経口で行っていた胃カメラで挿入が困難だった方には比較的容易
に検査を受けていただくことができると思います。現在、毎週木曜日の午前中（人間ドック）で、
5名程が可能です。経鼻内視鏡を受けていただいた患者様からは、「楽に検査を受けることが
できた」と高評価をいただいております。「胃の検査を受けなくてはいけないのだが、ちょっ
と苦手…」という方は一度『経鼻内視鏡』で検査を受けてみてはいかがでしょうか。予約方法
等は受付へお問い合わせください。お待ちしております。

○再就職復帰支援研修会について
　今年度より再就職復帰支援研修会を行っております。
　看護師の資格を持ちながら、結婚や育児などで現場か
ら離れている「潜在看護師」の皆さんの再就職を支援す
るための研修会を平成 21 年 7 月から平成 22 年 1 月まで
8回開催しています。当院の看護師が講義や演習などを
行い充実した研修内容となっております。託児を希望さ
れる方は、院内託児所でお子様をお預かりします。復職
を考えている皆さんの職場復帰のために、少しでも不安
が軽減できるようお手伝いさせていただきたいと思って
おります。大勢の方の受講をお待ちしております。

○鄭医師に感謝状
　埼玉県で開業されている鄭先生には、平成20年 12月から今年
の9月まで、和田診療所の診察にお出でいただきました。鄭先生は
日頃から「医師不足に悩む地域の公立病院や診療所の手助けをし
たい」と考えておられ、長野県ドクターバンクを通じて、ご自分の
医院の定休日を利用され、第1、第 3木曜日にお越しいただきました。
　依田窪病院では鄭先生に感謝状と記念品を贈り、献身的な地域
医療に対するお礼の気持ちを表させていただきました。鄭先生、本
当にありがとうございました。

  ◇平成 20 年度の決算状況

研修（吸引、酸素療法演習）

鄭先生を囲む当院スタッフ

　平成 20 年度の経営収支につきましては、医療を取り巻く現下の厳しい経営環境の中にありまし
て、外来・入院ともに患者数は前年を下回りました。外来患者数は 79,580 人（前年比 8,363 人の減）、
入院患者数は 39,469 人（前年比 3,332 人の減）となりました。入院収益は、17 億 8,500 万円（前年
比 1億 4,600 万円の増額）で、患者 1人当りの収益が増加したことに伴いまして前年に比べて増加
しています。外来収益は 6億 7,200 万円（前年比 2億 8,700 万円の減額）で、外来患者の減少が大
きいことにより、大幅な減収となっております。
　病院全体では、医業収益が26億 1,600万円（前年比1億 7,800万円の減収）、医業外収益が1億 2,200
万円（前年比 1,000 万円の減収）。対して医業費用が 28 億 6,000 万円（前年比 9,300 万円の減）、医
業外費用が 1億 3,400 万円（前年比 2,000 万円の減）となりまして、差し引き 2億 5,700 万円の純
損失が計上されました。
　前述にありますとおり、外来患者数が大きく減少している状況の中、4月から小児科の常設・9
月から総合診療科を新設いたしましたので、地域住民の皆様には当病院を積極的にご利用いただき
ますようお願い申し上げます。
　引き続き、独立採算を旨とする公営企業として、より効率的な病院経営と、地域住民の皆様によ
り良い医療のご提供ができるよう、職員一丸となって鋭意努力をしております。平成 21 年度の上
半期の状況は、平成 19 年度並の状況に回復しております。

  ◇病院事業
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  ◇附属和田診療所に待望の常勤医師が赴任

飯
いい

　島
じま

　好
よし

　文
ふみ
（内科）

昭和25年 4月 12日生　59歳　　東京都出身
趣味：	釣り、山登り（東京周辺が多く、長野県

の山にも数回登っています）。また機会
があればやってみたいと思っています。
最近 3、4 年は時間のあるときなど囲碁
を打っています。

経歴：	群馬大学医学部卒業後、千葉県市川市に
ある国立国府台病院に内科研修医として
勤務。その後、埼玉県、茨城県、東京都
の病院、診療所などに勤務。

【飯島先生からのひと言】
　10 月より和田診療所を中心に勤務しております。主に限られた地域での仕事で、また医療とい
う難しい面をもった仕事ですので、まずは前向き、努力をモットーにやっていきたいと思っており
ます。

和田診療所　飯島好文医師とスタッフ

  ◇「院内投書」の紹介

　平成 19 年以降、診療体制を縮小運営をしてきました和田診療所に、全国自治体病院協議会（本部：
東京）の紹介により、10 月より内科の飯島好文医師に常勤医師としてご勤務いただいております。
午前中は診療所の外来、午後は在宅医療を中心に、地域医療活動をお願いしています。
　飯島先生は、地域医療に対して暖かいお心をお持ちですので、親身で適切な診察をして頂けるは
ずです。地域の皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。

　投書箱（ご意見箱）は、入院病棟の 3、4、5階と正面玄関を入って右側のふれあいコーナーに設
置してあります。皆様の病院に対するご意見をお聞きし、玄関を入って左側の掲示板（皆さんの声
を大切に）に掲示しております。今後、広報を通じて皆様にもお知らせしてまいります。

投書 1（5階投書箱より）
・交通事故で入院しました。北側の窓際はとても眺望がよく終日眺めていても飽きない最高の環
境です。難点が一つありました。予算の都合もあろうかとは思いますが、窓ガラスと軒先から
ぶら下がっている蜘蛛の巣やガラスの汚れにより、怪我の痛さが一ランク多く感じました。

回　答
・委託業者により定期的に清掃を実施していますが、お気づきのときはご遠慮なく職員にお申し
つけください。随時対応したいと思います。

投書 2（2階投書箱より）
・去年の暮れから、末期がんで大阪の病院で化学療法を続けています。夏に長和町の別荘へ避暑
に来たいと思い担当医師とも相談し、受け入れてくれる病院があれば良いと言われ、貴病院に
相談すると、快く承諾していただき、7月から 4ヶ月間、暑苦しい大阪から空気と環境がよい
信州で過ごすことができて喜んでいます。当初、余命 3～ 4ヶ月と言われ驚いてあたふたし
たのに、今は元気で大阪に帰っています。病院の皆様の親切な治療（特に点滴の時など）、こ
んなことは病院の多い大阪でもありません。どんな薬よりも良く効くものは「人と人」心の治
療であることがわかりました。ありがとうございました。
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